第６学年○組道徳指導案
平成２８年　月　　日（　曜）第　時限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　
１　主題　メールの返信　＜Ｂ－（１０）友情、信頼＞
２　資料名　メールの返信（出典　明るい心）
３　ねらい
友達どうし、互いに気持ちよくつき合うことの大切さを感じ取り、友情を育んでいこうとする気持ちを高める。また、携帯電話やメールなどを使う上でのマナーについて考えさせる。
４　準備（教）挿絵　ワークシート
　　　　（児）明るい心
５　指導過程
	時間
	           学　習　の　流　れ
	教師の働きかけと支援・留意点

	  ３

(3)

	１　友達の存在について考える。
 　・一緒に遊べて、楽しい。
 　・気軽に会話ができる。
 　・大切な存在。
	○　日頃の生活を思い出し、友達とのかかわりについてふり返らせる。
○　資料への導入とするため、数人の考えを聞き、進める。

	 １２

 (15)

	２　資料のお話を聞き、登場人物の気持ちや
 　行動について考え、話し合う。
 　（１）はじめ、ナナとメールをやりとりし
 　　　ていた時のユミの気持ち考える。
 　　・ メールのやりとりができて嬉しい。
 　　・ いつでも気軽に話せるから楽しい。
 　　・ 仲良しのしるし。
 　（２）母親から「けじめも必要じゃないの。」
 　　 と言われた時のユミの気持ちを考える。 　   ・ 楽しいから、続けたいのに。
 　　・ 確かに、宿題に集中できていないか        もしれないな。
 　　・ ナナちゃんとは、また学校で会える        からいいか。
 　（３）ナナが怒っていることをユカリから
 　　　聞いた時のユミの気持ちを考える。
 　　・ ９時以降はメールできないって言っ
 　　　たのに、ナナちゃんは忘れちゃった
 　　　のかな。
 　　・ 返事をしなかった私が悪いのかな。
 　　・ 困ったな。あとで、話せばわかって       　くれるかな。
 　   ・ こんなことで仲が悪くなるなんて嫌        だな。

	○ 資料は、教師が朗読する。
○ 様子をイメージしやすいように、黒板に挿絵を提示したり、キーワードを示したりする。
○ ユミとナナは、メール交換することが「仲良しのしるし」だと思っていることを押さえる。
○ 多少、不満はあるものの、自分でもけじめが必要であると感じているユミの気持ちを捉えさせる。
○ 自分の気持ちを理解してもらえないという苛立ち、ナナとの関係が悪くなるかもしれないという不安などを感じ取らせたい。
○ 児童の反応を見ながら、適宜、近くの席の友達と話し合わせる。


	 １７

(32)

	 （４）「わたしたち親友だよね？」というメ
 　　ールを読んだ時のユミの気持ち考える。
 　▲ 「わたしたち親友だよね？」というメ
 　　ールを読んだ時のユミの気持ち考えま
 　　しょう。
 　・ 自分勝手で、嫌だな。
 　・ 直接、話してくれればいいのに。
 　・ 親友なら、わたしの気持ちもわかって
 　　くれるはずなのに。
 　・ 親友って何なのかな。
 （５）「本当の友達」になるために大切なこ
   と、心がけたいことについて考え、話し
   合う。
  ・ 互いに信頼し合える関係になれるように
    日頃から友達を大事にする。
  ・ 相手の様子や置かれている状況を考え、
    共感したり互いを思いやったりすること
    が大切。
  ・ 一緒にいて楽しいだけでなく、いけない
    ことはいけないと言い合える関係を築い
    ていく。
	○
ワークシートを配る。
○ ワークシートに自分の考えを書いた上で、全体で話し合わせる。
○ 相手に対する腹立たしさ、友達ではなくなってしまうのではないかという不安、親友とはどういうものなのかという心のモヤモヤなど、複雑な心境を十分に感じ取らせたい。
○　話し合いを通して、互いの立場を理解した言動をとることの大切さに気付かせたい。
○　メールの文面だけでは、相手の表情や口調が伝わらず、真意がつかみづらいことにも気付かせたい。
○
これまでの友達とのかかわりについて改めてふり返らせる。
○
自分にとって「本当の友達」とは何なのか、また、
相手にとって自分が「本当の友達」になるためにはどのようにしていけばよいのか考えさせる。
○
互いに信頼し合うためにはどんな心遣いが必要かについても考えさせたい。


	 ５

 (37)

	３　本時の学習や話し合いの内容をふり返　　り、 わかったこと、自分の考えの変容や深　まりについて考える。
（１）ワークシートに本時のふり返りを書く。（２）友達に自分の考えを伝えたり、聴いた
   りする。
	○ 本時の活動をふり返り、学んだことを今後の生活に生かしていく気持ちを高める。


	  ８

 (45)

	４　ゲストティーチャーの話を聞く。

	○　実際に起きているメールやラインでのトラブルについて話を聞き、身近な問題として捉えさせる。
○　携帯電話やメールなどを使う上でのマナーの大切さについても考えさせたい。



